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前回1月24日発行のテクニカル分析において、「東京白金は平均足が陰転しているがMACDはまだデッドクロスして

いない。このため上昇トレンドはまだ継続しているものとする。MACDがデッドクロスしないまま平均足が陽線した際

には調整の完了として再度上昇することが予測される。」とした。しかしながら翌日から大きく値を下げるとMACDも

デッドクロスし、2月5日には4490円まで急落した。今日の取引にて平均足が陽転しているがMACDはまだ下を向いて

いるため再度下落の可能性があり、買いで入る場合には警戒が必要だ。

週刊テクニカル分析

前号のおさらい：白金の平均足とMACD

前回のレポート

1月24日

「ストキャスティクス」は1950年代にGeorge Lane氏により開発されたオシレーター系のテクニカル指標。直近の

終値価格が一定期間のレンジ（高値安値の幅）の中でどの水準にあるかを分析する。価格の「売られ過ぎ」、「買われ

過ぎ」を判断するための指標で、ストキャスティックスは、トレンドがない相場で売られ過ぎ、買われ過ぎを判断する

逆張りのテクニカルツールといえる。

ストキャスティックスの基本となるラインは「％K」「％D」と呼ばれ、以下の計算式で算出される。

％Ｋ ＝ （当日終値 － 過去ｎ日間の最安値） ／ （過去ｎ日間の最高値 － 過去ｎ日間の最安値） × １００

％Ｄ ＝ ∑（当日終値 － 過去ｎ日間の最安値） ／ ∑（過去ｎ日間の最高値 － 過去ｎ日間の最安値） × １００

売買シグナルは、%Kが%Dを下から上に抜けた時が買いシグナル、上から下に抜けたときが売りシグナル。か

つ、%Kと%Dが80%以上だと買われ過ぎ、20%以下だと売られ過ぎになるので、80%以上で売りシグナルのときに売

り、20%以下で買いシグナルのときに買うと、いわゆる「ダマシ」に遭う恐れが少ないと考えられる。

また、相場が新高値や新安値を付けたにもかかわらず、ストキャスティックスのほうは高値や安値の更新によってこ

れを確認できなかった場合、ストキャスティックスのダイバージェンスとなり、MACDのダイバージェンス同様に相場

の天底の出現を示唆する可能性が高いサインとなる。

TOPICs ストキャスティクスとは
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東京金は20％以

下の売られ過ぎの

ゾーンで、%K

が%Dを下から上に

抜けたゴールデンク

ロスとなり買いシグ

ナルが点灯した。

東京金は4000円

～4200前後のレン

ジ相場となってお

り、ストキャスティ

クスが機能するもの

と考えられる。

1月21日高値の

4221円を目標に上

昇することが想定さ

れる。

NY金は買いシグナル点灯も
NY金

ＮＹ金は80％以

上から下落したもの

の価格は下がること

なく横ばいで推移し

ている。40％程度

で再びゴールデンク

ロスした。

トレンドはない状

態のためストキャス

ティクスは機能する

パターンだが、スト

キャスティクスの位

置が中途半端である

ため、買う場合には

デッドクロスしたら

すぐに手仕舞うなど

の対処が必要だ。

東京金は上昇へ
東京金

TOPICs 金市場をストキャスティクスで見てみよう
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東京ガソリンは

安値を更新して下

落しているが、ス

トキャスティック

スは若干ではある

ものの切り上がっ

ており、ダイバー

ジェンスが確認で

き、一旦そこをつ

けた可能性があ

る。

今日の取引でス

トキャスティクス

もゴールデンクロ

スしており、ここ

から上昇する確率

が高いだろう。

東京白金は20％

以下の売られ過ぎ

ゾーンで%Kが%D

を下から上に抜け買

いシグナルが点灯し

た。ただ直近は大き

く下落しているため

20％のラインを超

えてこないようであ

れば、積極的には買

えない。

ただしレンジの幅

を大きく広げて

4450円～5000円

のあいだで見るとす

れば、ここから再度

上昇することも考え

られる。

TOPICs 他市場はどうか

東京白金は大きなレンジなら

東京ガソリン東京ガソリンは底をつけたか

東京白金
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ドル円は下落中

にストキャスティ

クスが何度かゴー

ルデンクロスして

いたが、上昇とは

ならずに下がって

きた。

ただし今回は

20％以下からの

ゴールデンクロス

であるため上昇に

つながる可能性が

ある。
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今週はストキャスティクスを利用し分析した。

ＮＹ金はトレンドがなくストキャスティクスが機能する展開で、ストキャスティクスはゴールデンクロスしている。

ただしストキャスティクスの位置が中途半端であるため買いは注意が必要だ。

東京金はレンジ相場でストキャスティクスが20％以下の売られ過ぎのゾーンで、%Kが%Dを下から上に抜けたゴー

ルデンクロスし買いシグナルが点灯している。

東京白金は20％以下の売られ過ぎゾーンで%Kが%Dを下から上に抜け買いシグナルが点灯したが、大きく下落して

いるため上昇するにはパワーが必要となる。大きなレンジで考えれば、買いシグナルと捉えることもできる。

東京ガソリンは安値を更新して下落しているが、ストキャスティックスは若干ではあるものの切り上がっており、ダ

イバージェンスが確認できる。ストキャスティクスもゴールデンクロスしており上昇する可能性が高い。

ドル円は20％以下からのゴールデンクロスであるため上昇につながる可能性がある。

今後の予想

ドル円
ドル円は上昇する可能性も
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